
・原則として、比率は純資産総額に対する割合です。
・コールローン他は未収・未払項目が含まれるため、
マイナスとなる場合があります。

■組入上位10ヵ国・地域

国・地域 比率

1 アメリカ 61.7%

2 イギリス 12.6%

3 フランス 6.3%

4 オランダ 4.7%

5 日本 3.6%

6 韓国 2.6%

7 スイス 1.8%

8 オーストリア 1.5%

9 ドイツ 0.8%

10 カナダ 0.6%

■運用資産構成

比率

実質株式組入比率 96.8%

その他現金等 3.2%

・その他現金等は純資産総額－実質株式組入比率です。

■組入上位5通貨

通貨 比率

1 米ドル 61.7%

2 ユーロ 13.3%

3 英ポンド 12.6%

4 日本円 3.6%

5 韓国ウォン 2.6%

■資産構成

比率

投資信託証券 98.9%

ＫＢＩエコ・ウォーター・ファンド

（ＩＣＡＶ）－クラスＡ

98.9%

日本短期債券マザーファンド 0.0%

コールローン他 1.1%

実質的な投資を行う「ＫＢＩエコ・ウォーター・ファンド（ＩＣＡＶ）－クラスＡ」の運用状況

・三菱ＵＦＪ グローバル・エコ・ウォーター・ファンド 〈愛称：ブルーゴールド〉の主要投資対象であるＫＢＩエコ・ウォーター・ファンド（ＩＣＡＶ）－クラスＡの運用会社
のＫＢＩグローバル・インベスターズ・リミテッド提供のデータを掲載しています。

■組入上位業種

業種 比率

1 水インフラ 44.2%

2 水処理技術 29.3%

3 公益事業 23.3%

・国・地域は、各企業のビジネス展開等を考慮したＫＢＩグローバル・インベスターズ・リミテッド独自の判断により区分したものです。
・業種はＫＢＩグローバル・インベスターズ・リミテッドが独自に分類したものです。
・表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。・原則として、比率はＫＢＩエコ・ウォーター・ファンド（ＩＣＡＶ）－クラスＡの純資産総額に対する割合です。

■基準価額および純資産総額の推移
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基準価額（分配金再投資） 【左目盛】 参考指数 【左目盛】

（億円）（円）

・基準価額、基準価額（分配金再投資）は、運用管理費用（信託報酬）控除後の値です。
・信託報酬率は、後記の「ファンドの費用」に記載しています。
・基準価額（分配金再投資）は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。
・参考指数は、ＭＳＣＩ ワールド インデックス（配当込み、円換算ベース）です。

参考指数は、当ファンドのベンチマークではありません。
詳しくは、後記の「本資料で使用している指数について」をご覧ください。

・参考指数は、設定日翌営業日を10,000として指数化しています。

■基準価額および純資産総額

基準価額（１万口当たり） 16,920円

　前月末比 +894円

純資産総額 54.96億円

決算期 決算日 分配金

第18期 2025/07/22 500円

第17期 2024/07/22 600円

第16期 2023/07/24 200円

第15期 2022/07/22 500円

第14期 2021/07/26 3,900円

第13期 2020/07/22 0円

　設定来累計 8,900円

・運用状況によっては、分配金額が変わる場合、
あるいは分配金が支払われない場合があります。

■分配金実績（１万口当たり、税引前）

■騰落率

過去1ヵ月 過去3ヵ月 過去6ヵ月 過去1年 過去3年 設定来

ファンド 5.6% 9.9% 14.8% 27.3% 64.0% 263.3%

参考指数 1.9% 4.0% 15.9% 27.8% 100.2% 445.9%

・実際のファンドでは、課税条件によってお客さまごとの騰落率は異なります。
また、換金時の費用・税金等は考慮していません。

・設定来のファンドの騰落率は、10,000を起点として計算しています。
・分配金実績がある場合は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。

※後記の「本資料のご利用にあたっての注意事項等」をご覧ください。

三菱ＵＦＪ グローバル・エコ・ウォーター・ファンド

〈愛称：ブルーゴールド〉

追加型投信／内外／株式

月次レポート

2026年

02月27日現在

1/91/9



・国・地域は、各企業のビジネス展開等を考慮したＫＢＩグローバル・インベスターズ・リミテッド独自の判断により区分したものです。・業種はＫＢＩグローバル・イ
ンベスターズ・リミテッドが独自に分類したものです。・表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。・原則として、比率はＫＢＩエコ・ウォーター・ファン
ド（ＩＣＡＶ）－クラスＡの純資産総額に対する割合です。

・市況の変動等により方針通りの運用が行われない場合があります。・ＫＢＩグローバル・インベスターズ・リミテッドの資料に基づき作成しております。

実質的な投資を行う「ＫＢＩエコ・ウォーター・ファンド（ＩＣＡＶ）－クラスＡ」の運用状況

■運用担当者コメント

【市況動向】

先進国の株式市況は上昇しました。人工知能(AI)を巡る懸念から不安定な動きが見られたものの、AI関連銘柄に対する成長

期待が引き続き強いことに加え、米連邦最高裁が米政権の課した一連の関税を違憲と判決したことで景気や企業業績の追い

風になるとの見方が広がったことなどがプラス材料となりました。

【運用状況（分配金実績がある場合、基準価額の騰落は分配金再投資ベース）】

ファンドは「ＫＢＩエコ・ウォーター・ファンド（ＩＣＡＶ）」への投資を通じて、世界（含む日本）の水関連企業の株式に投資を行いま

した。当月の基準価額は、一部保有銘柄が上昇したことや、投資対象資産の通貨が対円で上昇したことなどから、上昇しまし

た。組入銘柄では、「ヴェオリア・エンバイロメント」（フランス／公益事業）や「栗田工業」（日本／水処理技術）などが上昇しま

した。

【今後の運用方針】

水関連企業は、政策や関税の不確実性後退などを背景に前向きな展開が期待されます。公共事業への政府支出は多くの地

域で堅調であり、製造業セクターはリショアリング（企業が海外に移した生産拠点を自国内に戻すこと）や、水を再利用するた

めの投資、税制優遇措置による恩恵を受けています。さらに、民間建設市場もデータセンター需要の増加を受けて改善が見

込まれます。加えて、買収や自社株買いにより企業の価値や収益性が向上していることや、コロナ禍以降、最も魅力的なバ

リュエーションで取引されていることが追い風となるとみています。

（運用責任者：笹井 泰夫）

■本資料で使用している指数について
・ＭＳＣＩ ワールド インデックス（配当込み）とは、MSCI Inc.が開発した株価指数です。ＭＳＣＩ ワールド インデックス（配当込み、円換算ベース）は、ＭＳＣＩ
ワールド インデックス（配当込み、米ドルベース）をもとに、委託会社が計算したものです。また、ＭＳＣＩ ワールド インデックスはMSCI Inc.の財産であり、
「MSCI」はMSCI Inc.のサービスマークです。

■組入上位10銘柄

銘柄 国・地域 業種 比率

1 VEOLIA ENVIRONNEMENT フランス 公益事業 6.3%

2 XYLEM INC アメリカ 水インフラ 5.3%

3 IDEX CORP アメリカ 水処理技術 4.4%

4 VERALTO CORP アメリカ 水処理技術 3.6%

5 栗田工業 日本 水処理技術 3.6%

6 PENNON GROUP PLC イギリス 水インフラ 3.6%

7 PENTAIR PLC アメリカ 水インフラ 3.1%

8 ECOLAB INC アメリカ 水処理技術 3.1%

9 AALBERTS NV オランダ 水インフラ 3.1%

10 UNITED UTILITIES GROUP PLC イギリス 公益事業 2.8%

組入銘柄数: 49銘柄

※後記の「本資料のご利用にあたっての注意事項等」をご覧ください。

三菱ＵＦＪ グローバル・エコ・ウォーター・ファンド

〈愛称：ブルーゴールド〉

追加型投信／内外／株式

月次レポート
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■組入上位10銘柄コメント

銘柄＜業種＞ 銘柄概要／企業価値との結びつき等

1

VEOLIA ENVIRONNEMENT
（ヴェオリア・エンバイロメント）

＜公益事業＞

【銘柄概要】フランスの公益事業会社。主に、水処理、廃棄物処理、再生エネルギーなどの分野でグ
ローバルに事業を展開している。プラント・エンジニアリングを中心に、循環型経済を推進するためのさ
まざまなソリューションを提供している。
【企業価値との結びつき等】同社は、先進国と新興国において、上下水道のインフラ構築や管理を
行っており、複数の水処理技術を活用して水質改善に取り組んでいる。また、同社は事業で使用する
エネルギー効率の改善を通じて水処理の効率を大幅に改善させることと再生可能エネルギーの使用
を大幅に増やすことを目標にしている。

2

XYLEM INC
（ザイレム）

＜水インフラ＞

【銘柄概要】アメリカの水関連機器メーカー。上下水道用ポンプや処理装置、水計測・制御装置などを
手掛け、環境改善に貢献する水処理および分析技術を提供している。
【企業価値との結びつき等】水の再利用などにより持続可能な社会の達成を目指す同社の技術は、
清潔な水の利用や環境の改善に役立つ。また、同社の技術を利用することで、公益事業者は配水シ
ステムの状態を監視および評価して、水漏れを回避することも可能となる。同社のソリューションは、
水、エネルギー、コストを節約する方法を提供し、持続可能性と手頃な価格の両方のメリットをもたら
す。

3

IDEX CORP
（アイデックス）

＜水処理技術＞

【銘柄概要】アメリカのポンプメーカー。ポンプやバルブ、給水装置、防火設備に加え、ライフサイエン
ス向け計測機器などの設計、製造、販売を手掛ける。
【企業価値との結びつき等】同社は世界各国で水インフラにおける漏水検知から個別化医療の推進
まで、ニッチな市場で顧客の課題を解決するソリューションを提供している。顧客の困難な課題を解決
するサービスの提供を高く評価しており、従業員の自律性の高い活動によって社会の課題解決に貢
献すると考えている。

4

VERALTO CORP
（ベラルト）

＜水処理技術＞

【銘柄概要】アメリカの水処理ソリューション関連会社。複数のソリューションブランドを展開し、飲料水
などに向けた水質の分析や環境モニタリングソフトを利用した時系列データの管理などを行っている。
【企業価値との結びつき等】同社の高度な製品とサービスを通じて、環境を重視する消費者や企業、
地方自治体などは水資源を効率的に使用し、保護することができる。また、同社の技術は、海面上昇
などの気候変動や生態系、海洋の調査など持続可能な海洋資源の利用にもポジティブな影響を与え
ている。

5
栗田工業

＜水処理技術＞

【銘柄概要】日本の水処理技術関連会社。水処理薬品、水処理装置、メンテナンス・サービスの主に
3つの事業領域で、顧客の「水と環境」に対するソリューションを提供している。
【企業価値との結びつき等】同社は産業用プラントなどでの水処理の過程で、水の再利用や水の使
用量削減、熱効率向上による二酸化炭素の排出削減などのソリューションを提供している。同社の技
術は国連の持続可能な開発目標（SDGs）6（安全な水とトイレを世界中に）、7(エネルギーをみんなに
そしてクリーンに)、11(住み続けられるまちづくりを)に貢献すると考えている。

・上記は個別の銘柄の取引を推奨するものではありません。・ＫＢＩグローバル・インベスターズ・リミテッドの資料に基づき作成しております。

※後記の「本資料のご利用にあたっての注意事項等」をご覧ください。

三菱ＵＦＪ グローバル・エコ・ウォーター・ファンド

〈愛称：ブルーゴールド〉

追加型投信／内外／株式

月次レポート

2026年

02月27日現在

3/93/9



■組入上位10銘柄コメント

銘柄＜業種＞ 銘柄概要／企業価値との結びつき等

6

PENNON GROUP PLC
（ペノン・グループ）

<水インフラ>

【銘柄概要】上下水道サービスなどを提供する持ち株会社。主要子会社において、上下水道サービス
のほか、企業向けの水管理サービスなども提供している。
【企業価値との結びつき等】同社は良質な水を安全に手頃な価格で家庭に供給し、効率的に下水を
処理するために、水インフラへの投資を継続的に実施し、イギリスの水セクターにおいて重要な役割を
果たしている。また、同社のESG（環境・社会・ガバナンス）へのアプローチは、同社の事業活動全て
において、環境保護への取り組みをサポートし、顧客や地域社会を支援することを保障している。責任
ある雇用主として、同社は社員の成長に注力し、堅実な健康、安全、ウェルビーイングプログラムを併
せて取り組んでいる。

7

PENTAIR PLC
(ペンテア)

＜水インフラ＞

【銘柄概要】アメリカの水道会社。住宅、商工業、インフラ、農業向けに水道ソリューションを提供す
る。清潔で安全な水の利用、水消費量の削減、水の回収・再利用などのソリューションを提供してい
る。
【企業価値との結びつき等】同社の製品には水処理機器と水流制御機器があり、これらの製品は、水
質改善や水の再利用を増やすことに寄与し、有害化学物質等の放出を最小限に抑えることに貢献す
る。これらの製品は、先進国と比較して水道水の質が悪い発展途上国において重要な役割を果たし
ている。

8

ECOLAB INC
（エコラボ）

＜水処理技術＞

【銘柄概要】アメリカの衛生関連サービス会社。ホテル、飲食業、医療施設、食品工場などに洗浄・殺
菌・食の安全・感染予防などに関するあらゆる製品とサービスを提供している。水関連分野に関して
は、水の再利用や洗浄を効率化するための技術を提供している。
【企業価値との結びつき等】同社は、企業が水のリデュース（使用削減）、リユース（再使用）、リサイ
クル（再生利用）を行い、企業がより効率的に活動し、持続可能な成長が行えるよう支援している。

9

AALBERTS NV
（アルバーツ）

<水インフラ>

【銘柄概要】住宅、商業、および工業用建物の暖房、冷却、およびスプリンクラー・システムにおける
水やガスの流れを分配・制御するための統合配管システムを提供する。
【企業価値との結びつき等】同社は水取水量の削減、水リサイクルの拡大、水処理の改善を通じて水
利用の最適化を進めている。同社の技術は国連の持続可能な開発目標（SDGs）6（安全な水とトイレ
を世界中に）、7(エネルギーをみんなにそしてクリーンに)、11(住み続けられるまちづくりを)、12（つくる
責任つかう責任）に貢献すると考えている。

10

UNITED UTILITIES GROUP PLC
（ユナイテッド・ユーティリティーズ・グ
ループ）

＜公益事業＞

【銘柄概要】イギリスの公益事業会社。上下水道サービスのほか、再生可能エネルギーの生産を
行っている。水関連事業では一般家庭向けのほか、法人向けにもサービスを提供している。
【企業価値との結びつき等】同社は、信頼性が高く、良質な飲料水の提供といったサービスを通じて、
大きな影響力を持っている。同社ではコスト削減を通じて安価なサービスを消費者に提供することに
注力している。また、同社が使用するエネルギーのほとんどは再生可能エネルギーとなっている。

・上記は個別の銘柄の取引を推奨するものではありません。・ＫＢＩグローバル・インベスターズ・リミテッドの資料に基づき作成しております。

※後記の「本資料のご利用にあたっての注意事項等」をご覧ください。

三菱ＵＦＪ グローバル・エコ・ウォーター・ファンド

〈愛称：ブルーゴールド〉

追加型投信／内外／株式
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追加型投信／内外／株式

三菱ＵＦＪ グローバル・エコ・ウォーター・ファンド

〈愛称：ブルーゴールド〉

ご購入の際には、必ず投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

ファンドの目的・特色

当ファンドは「サステナブル・ファンド」です。サステナブル・ファンドとは、ファンドの投資判断プロセスにおいてＥＳＧ要素を主要とし、環境や社会の
課題解決・改善に寄与する企業等への投資を行い、お客さまの資産形成および持続可能な社会の実現に貢献するファンドとして、三菱ＵＦＪアセッ
トマネジメントが定めたファンドをいいます。サステナブル・ファンドへの認定および除外は今後見直す場合があります。

詳細については、委託会社のホームページでご覧いただけます。

（https://www.am.mufg.jp/corp/sustainability/sustainability.html）
当ファンドの具体的な投資対象・投資手法等については、交付目論見書の特色をお読みください。
＊ＥＳＧとは、環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）の頭文字を取ったものです。

■ファンドの目的
世界（含む日本）の水関連企業の株式を実質的な主要投資対象とし、中長期的な値上がり益の獲得をめざします。

■ファンドの特色
特色１ 世界（含む日本）の水関連企業の株式に投資を行うことにより、信託財産の中長期的な成長をめざします。

※責任投資の観点から、不適切と判断する銘柄を除外します。
＊責任投資とは、投資決定および株主としての議決権行使に際して、環境、社会、ガバナンス（ESG）要因を考慮して投資する運用手法です。

特色２ ファンド・オブ・ファンズ方式で運用を行います。
・アイルランド籍外国投資法人である「ＫＢＩエコ・ウォーター・ファンド（ＩＣＡＶ）」の円建外国投資証券および証券投資信託「日本短期債券マザーファ
ンド」に投資を行う、ファンド・オブ・ファンズ方式で運用を行います。

・水関連企業の株式への実質的な投資は円建外国投資証券を通じて行います。
・実質的な組入外貨建資産については原則として為替ヘッジを行わないため、為替相場の変動による影響を受けます。

特色３ 外国投資法人の運用は、ＫＢＩグローバル・インベスターズ・リミテッドが行います。
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追加型投信／内外／株式

三菱ＵＦＪ グローバル・エコ・ウォーター・ファンド

〈愛称：ブルーゴールド〉

ご購入の際には、必ず投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

ファンドの目的・特色

市況動向および資金動向等により、上記のような運用が行えない場合があります。

■ＫＢＩグローバル・インベスターズ・リミテッドのスチュワードシップ方針
ＫＢＩグローバル・インベスターズ・リミテッドは天然資源に関連する企業とグローバル企業の株式運用に特化したブティック型の運用会社であり、

スチュワードシップ活動は各戦略の運用プロセスに統合され、エンゲージメントや議決権行使などを通じて実践されます。

エンゲージメントにおいては、企業のESGに関連する取り組みを改善させることを目的としており、気候変動と多様性を重視し、投資先企業との

直接の対話または、他の投資家や業界団体と協力した対話を実施します。これらの活動は、社会や環境に利益をもたらすだけでなく、投資パフォ

ーマンスにもつながると考えています。

議決権行使においては、高い専門性を有する外部助言会社からの助言を活用し、原則として、すべてのポートフォリオにおいて権利を行使する

方針です。議決権行使にあたっては、ESG問題に関する透明性と報告を重視しており、通常はそうした透明性向上を求める株主提案を支持します。

■分配方針
・年1回の決算時（7月22日（休業日の場合は翌営業日））に分配を行います。
・分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。
・原則として、決算日の基準価額水準が当初元本額10,000円（10,000口当たり）を超えている場合に、当該超過分の範囲内で分配します。
・分配対象収益が少額の場合には、分配を行わないことがあります。また、将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するものではあり
ません。

投資リスク

■基準価額の変動要因
ファンドの基準価額は、組み入れている有価証券等の価格変動による影響を受けますが、これらの運用により信託財産に生じた
損益はすべて投資者のみなさまに帰属します。
したがって、投資者のみなさまの投資元本が保証されているものではなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割り込
むことがあります。
投資信託は預貯金と異なります。
ファンドの基準価額の変動要因として、主に以下のリスクがあります。

流動性
リスク

有価証券等を売却あるいは取得しようとする際に、市場に十分な需要や供給がない場合や取引規制等により十分な
流動性の下での取引を行えない場合または取引が不可能となる場合、市場実勢から期待される価格より不利な価格
での取引となる可能性があります。

価格変動
リスク

一般に、株式の価格は個々の企業の活動や業績、市場・経済の状況等を反映して変動するため、ファンドはその影響
を受け組入株式の価格の下落は基準価額の下落要因となります。

為替変動
リスク

組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いませんので、為替変動の影響を大きく受けます。

信用
リスク

組入有価証券等の発行者や取引先等の経営・財務状況が悪化した場合またはそれが予想された場合もしくはこれら
に関する外部評価の悪化があった場合等には、当該組入有価証券等の価格が下落することやその価値がなくなるこ
と、または利払い・償還金の支払いが滞ることがあります。

■その他の留意点
・ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリングオフ）の適用はありません。

・ファンドは、実質的に特定のテーマ・業種（水関連企業）に絞って投資を行いますので、これらの動向によっては、株式市場全体の動きとファンドの

基準価額の動きが大きく異なることがあります。また、より幅広い銘柄に分散投資する場合と比べてファンドの基準価額が大きく変動する場合が

あります。

・投資先企業のESGにかかる評価に際し、第三者データなどを活用することがあります。企業開示が不十分などの理由からこれらのデータや情報

が不完全な場合などには、投資対象銘柄の選択の判断に影響する場合があります。
・ファンドは、大量の解約が発生し短期間で解約資金を手当てする必要が生じた場合や主たる取引市場において市場環境が急変した場合等に、一
時的に組入資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価格で取引できないリスク、取引量が限られてしまうリスクがあります。これにより、
基準価額にマイナスの影響を及ぼす可能性や、換金の申込みの受付けが中止となる可能性、換金代金のお支払が遅延する可能性があります。

・収益分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益の水準を示すものではありません。収益分配は、計算期間に生じた収益を超え
て行われる場合があります。
投資者の購入価額によっては、収益分配金の一部または全部が、実質的な元本の一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の運用
状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。
収益分配金の支払いは、信託財産から行われます。したがって純資産総額の減少、基準価額の下落要因となります。
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追加型投信／内外／株式

三菱ＵＦＪ グローバル・エコ・ウォーター・ファンド

〈愛称：ブルーゴールド〉

ご購入の際には、必ず投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

手続・手数料等

■お申込みメモ

購入単位 販売会社が定める単位／販売会社にご確認ください。

購入価額
購入申込受付日の翌営業日の基準価額
※基準価額は1万口当たりで表示されます。基準価額は委託会社の照会先でご確認ください。

換金単位 販売会社が定める単位／販売会社にご確認ください。

換金価額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額から信託財産留保額を差引いた価額

換金代金 原則として、換金申込受付日から起算して6営業日目から販売会社においてお支払いします。

申込不可日

次のいずれかに該当する日には、購入・換金はできません。

・ニューヨーク証券取引所、ニューヨークの銀行、ロンドン証券取引所、ロンドンの銀行、ユーロネクスト・ダブリン、ダブリンの

 銀行の休業日

※具体的な日付については、委託会社のホームページ（「ファンド関連情報」内の「お申込み不可日一覧」）をご覧ください。

申込締切時間
原則として、午後3時30分までに販売会社が受付けたものを当日の申込分とします。

なお、販売会社によっては異なる場合があります。

換金制限 ファンドの資金管理を円滑に行うため、大口の換金のお申込みに制限を設ける場合があります。

購入・換金申込受付

の中止及び取消し

金融商品取引所等における取引の停止、その他やむを得ない事情があるときは、購入・換金のお申込みの受付を中止するこ

と、およびすでに受付けた購入・換金のお申込みの受付を取消すことがあります。

信託期間 2029年7月20日まで（2007年7月27日設定）

繰上償還 受益権の口数が30億口を下回ることとなった場合等には、信託期間を繰上げて償還となることがあります。

決算日 毎年7月22日（休業日の場合は翌営業日）

収益分配
年1回の決算時に分配を行います。

販売会社との契約によっては、収益分配金の再投資が可能です。

課税関係

課税上は、株式投資信託として取扱われます。個人受益者については、収益分配時の普通分配金ならびに換金時および償

還時の譲渡益に対して課税されます。公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たした場合に「ＮＩＳＡ（少額投資非課税

制度）」の適用対象となります。ファンドは、ＮＩＳＡの対象ではありません。くわしくは、販売会社にご確認ください。税法が改正

された場合等には、変更となることがあります。
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追加型投信／内外／株式

三菱ＵＦＪ グローバル・エコ・ウォーター・ファンド

〈愛称：ブルーゴールド〉

ご購入の際には、必ず投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

本資料のご利用にあたっての注意事項等

●本資料は、三菱ＵＦＪアセットマネジメントが作成した資料です。投資信託をご購入の場合は、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付目論見書）の

内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。●本資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。●本資料は信頼できると
判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性等を保証するものではありません。●本資料中のグラフ・数値等は、過去の実績・状況であり、

将来の市場環境等や運用成果等を示唆・保証するものではありません。また税金・手数料等を考慮しておりませんので、実質的な投資成果を示すものではありま
せん。●投資信託は、預金等や保険契約とは異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。銀行等の登録金融機関でご購入いた

だいた投資信託は、投資者保護基金の補償の対象ではありません。●投資信託は、販売会社がお申込みの取扱いを行い委託会社が運用を行います。

●委託会社（ファンドの運用の指図等）

三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第404号

加入協会：一般社団法人 投資信託協会

一般社団法人 日本投資顧問業協会

＜ホームページアドレス＞ https://www.am.mufg.jp/

＜お客さま専用フリーダイヤル＞ 0120－151034

（受付時間 営業日の9：00～17：00）

●受託会社（ファンドの財産の保管・管理等）

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

手続・手数料等

■ファンドの費用

お客さまが直接的に負担する費用

購入時手数料

信託財産留保額

お客さまが信託財産で間接的に負担する費用

当該ファンド 日々の純資産総額に対して、年率1.1％（税抜 年率1％）をかけた額

投資対象とする

投資信託証券

投資対象ファンドの純資産総額に対して年率0.7％以内

（日本短期債券マザーファンドは除きます。）

実質的な負担
当該ファンドの純資産総額に対して年率1.8％程度（税抜 年率1.7％程度）
※投資対象とする投資信託証券の信託（管理）報酬率を合わせた実質的な信託報酬率です。

その他の費用・
手数料

※上記の費用（手数料等）については、保有金額または保有期間等により異なるため、あらかじめ合計額等を記載することはできません。

　 なお、ファンドが負担する費用（手数料等）の支払い実績は、交付運用報告書に開示されていますのでご参照ください。

購入価額に対して、上限3.3％（税抜 3％）（販売会社が定めます）

（購入される販売会社により異なります。くわしくは、販売会社にご確認ください。）

換金申込受付日の翌営業日の基準価額に0.3％をかけた額

運用管理費用
（信託報酬）

監査法人に支払われるファンドの監査費用・有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料・有価証券等を海外

で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用・投資対象とする投資信託証券における諸費用および税金等・その他信託事
務の処理にかかる諸費用等についてもファンドが負担します。

※上記の費用・手数料については、売買条件等により異なるため、あらかじめ金額または上限額等を記載することはできません。

※運用管理費用（信託報酬）および監査費用は、日々計上され、ファンドの基準価額に反映されます。毎計算期間の6ヵ月終了時、毎決算時または償
　 還時にファンドから支払われます。
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2026年02月27日現在

商号
日本証券業

協会

一般社団法人
日本

投資顧問業
協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種

金融商品
取引業協会

株式会社イオン銀行（委託金融商品取引業者　マ
ネックス証券株式会社）

登録金融機関 関東財務局長（登金）第633号 ○

株式会社池田泉州銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第6号 ○ ○
株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○
株式会社ＳＢＩ新生銀行（委託金融商品取引業者　株
式会社ＳＢＩ証券）

登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号 ○ ○

株式会社ＳＢＩ新生銀行（委託金融商品取引業者　マ
ネックス証券株式会社）

登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号 ○ ○

岡三証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○
ＰａｙＰａｙ銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長（登金）第624号 ○ ○
マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○ ○
株式会社三菱ＵＦＪ銀行（インターネット専用）（※） 登録金融機関 関東財務局長（登金）第5号 ○ ○ ○
株式会社三菱ＵＦＪ銀行（委託金融商品取引業者
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社）（イン
ターネットトレードのみ）（※）

登録金融機関 関東財務局長（登金）第5号 ○ ○ ○

三菱ＵＦＪ　ｅスマート証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○ ○ ○
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（※） 登録金融機関 関東財務局長（登金）第33号 ○ ○ ○
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社（※） 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2336号 ○ ○ ○ ○
楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

ファンド名称：三菱ＵＦＪ グローバル・エコ・ウォーター・ファンド

登録番号等

販売会社情報一覧表

投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は下記の販売会社まで

　　　・商号欄に＊の表示がある場合は取次販売会社です。 ・商号欄に（※）の表示がある場合は新規申込のお取扱いを中止しております。
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